
原子力空母はいらない原子力空母はいらない
横須賀配備を許さない横須賀配備を許さない
●日米両国政府は、●日米両国政府は、米海軍横須賀基地に、米海軍横須賀基地に、原子力空母原子力空母

ジョージジョージ・・ワシントンを配備することで合意しましワシントンを配備することで合意しまし

た。た。これまで横須賀基地を母港としていた通常動力これまで横須賀基地を母港としていた通常動力

空母キティーホークが、空母キティーホークが、退役するための交代措置で退役するための交代措置で

す▼米海軍の発表では、す▼米海軍の発表では、ジョージジョージ・・ワシントンは８月ワシントンは８月

1919日に横須賀基地に入港します▼狭い船内に原子炉日に横須賀基地に入港します▼狭い船内に原子炉

を置く原子力空母は、を置く原子力空母は、地上の原子力発電所よりも危地上の原子力発電所よりも危

険です。険です。原子炉の事故が起これば、原子炉の事故が起これば、関東一円の関東一円の120120万万

人が犠牲になってしまいます。人が犠牲になってしまいます。また原子力空母の配また原子力空母の配

備によって、備によって、横須賀基地は米軍の出撃拠点として固横須賀基地は米軍の出撃拠点として固

定化されてしまうでしょう▼私たちの力で、定化されてしまうでしょう▼私たちの力で、原子力原子力

空母の横須賀配備を止めましょう。空母の横須賀配備を止めましょう。

米海軍は現在、米海軍は現在、1111隻の航空母艦隻の航空母艦（空母）（空母）をを

保有しています。保有しています。そのうちそのうち1010隻は米本土に隻は米本土に

母港がありますが、母港がありますが、１隻は海外に母港があり１隻は海外に母港があり

ます。ます。その唯一の海外母港が、その唯一の海外母港が、神奈川県の横神奈川県の横

須賀基地です。須賀基地です。

1111隻の空母のうち、隻の空母のうち、原子力艦は原子力艦は1010隻で、隻で、通通

常動力艦は１隻です。常動力艦は１隻です。以前は複数の通常動力以前は複数の通常動力

空母を保有していましたが、空母を保有していましたが、老朽化による退老朽化による退

役が続いたためです。役が続いたためです。その最後の通常動力艦その最後の通常動力艦

が、が、横須賀基地に配備されていたキティー横須賀基地に配備されていたキティー

ホークです。ホークです。また、また、キティーホーク以前に横キティーホーク以前に横

須賀基地に配備された２隻の空母も、須賀基地に配備された２隻の空母も、通常動通常動

力艦でした。力艦でした。そこにはそこには「原子力空母の配備は「原子力空母の配備は

許さない」許さない」という市民の強い意志があり、という市民の強い意志があり、米米

国政府も市民感情に配慮をしなければかった国政府も市民感情に配慮をしなければかった

からなのです。からなのです。

米海軍は今後も、米海軍は今後も、横須賀基地を空母の海外横須賀基地を空母の海外

母港として維持するとしています。母港として維持するとしています。今回の今回の

ジョージジョージ・・ワシントンの配備を許してしまえワシントンの配備を許してしまえ

ば、ば、横須賀は原子力空母の母港として固定化横須賀は原子力空母の母港として固定化

されてしまうでしょう。されてしまうでしょう。

横須賀は唯一の空母海外母港横須賀は唯一の空母海外母港 「おおむね３年」「おおむね３年」がが3535年に年に

大河原良雄大河原良雄・・外務省アメリカ局長外務省アメリカ局長

「空母ミッドウェーが横須賀周辺に家族「空母ミッドウェーが横須賀周辺に家族

を居住させておる期間はおおむね３年とを居住させておる期間はおおむね３年と

いうふうに承知いたしております。」いうふうに承知いたしております。」

●●19731973年年 1212月月 1919日　参議院決算委員会日　参議院決算委員会

　片岡勝治　片岡勝治・・参議院議員の質問に答えて参議院議員の質問に答えて

　　19731973 年年 1010 月５日、月５日、通常動力空母ミッド通常動力空母ミッド

ウェーが横須賀基地に入港しました。ウェーが横須賀基地に入港しました。これこれ

が、が、空母の横須賀母港化の始まりです。空母の横須賀母港化の始まりです。日本日本

政府は国会答弁で、政府は国会答弁で、ミッドウェーの横須賀配ミッドウェーの横須賀配

備は、備は、「おおむね３年間」「おおむね３年間」としていました。としていました。

　ところがミッドウェーは　ところがミッドウェーは19911991年まで横須年まで横須

賀に居座りました。賀に居座りました。その後も米海軍は、その後も米海軍は、インイン

ディペンデンスディペンデンス（（19911991 年９月年９月1111 日～）、日～）、キキ

ティーホークティーホーク（（19981998年８月年８月1111日～）日～）と、と、空空

母の横須賀配備を継続したのです。母の横須賀配備を継続したのです。

　「おおむね３年」　「おおむね３年」と日本政府が約束した空と日本政府が約束した空

母の横須賀基地配備は、母の横須賀基地配備は、今年で今年で3535年目をむ年目をむ

かえることになりました。かえることになりました。



ＮＧＯＮＧＯ  のの「原子力資料情報室」「原子力資料情報室」は、は、原子力空母が横須賀基地に停泊中、原子力空母が横須賀基地に停泊中、または湾内を航または湾内を航

行中に、行中に、メルトダウンメルトダウン（炉心が暴走する大事故）（炉心が暴走する大事故）を起こした場合の被害想定を発表しました。を起こした場合の被害想定を発表しました。

万一の事故では、万一の事故では、原子炉から放出されたヨウ素やセシウムなどが放射能雲となり、原子炉から放出されたヨウ素やセシウムなどが放射能雲となり、扇形状扇形状

で風下に降下、で風下に降下、一帯の住民は被曝し、一帯の住民は被曝し、地表は汚染されます。地表は汚染されます。急性障害で全員が死亡するとい急性障害で全員が死亡するとい

う７シーベルトの全身被曝の範囲は、う７シーベルトの全身被曝の範囲は、原子力空母から８キロメートルに及び、原子力空母から８キロメートルに及び、165165キロメーキロメー

トル離れた地点でも、トル離れた地点でも、放射能作業従事者の年間被曝限度である放射能作業従事者の年間被曝限度である0.050.05シーベルトに達します。シーベルトに達します。

「原子力資料情報室」「原子力資料情報室」は、は、宇都宮市も入る地点までの放射能降下の影響で、宇都宮市も入る地点までの放射能降下の影響で、120120万人から万人から160160

万人がガン等で死亡すると予測しています。万人がガン等で死亡すると予測しています。

原子力空母がいらない５つの理由原子力空母がいらない５つの理由

その１．その１．地上の原発よりも危険地上の原発よりも危険

原子力空母ジョージ原子力空母ジョージ・・ワシントンは、ワシントンは、熱出力熱出力6060万万 kwkwの原子炉を２つ積み込んでいます。の原子炉を２つ積み込んでいます。

これは、これは、中規模の原子力発電所に相当します。中規模の原子力発電所に相当します。日本国内で原発を建設する場合には、日本国内で原発を建設する場合には、さまざさまざ

まな安全審査が必要です。まな安全審査が必要です。また、また、人口密集地域や航空機の航路下などには建設されません。人口密集地域や航空機の航路下などには建設されません。

ところが、ところが、横須賀に配備される原子力空母は、横須賀に配備される原子力空母は、日本の原発を建設する際の安全基準を満た日本の原発を建設する際の安全基準を満た

しているのかどうか不明です。しているのかどうか不明です。原子力空母は軍事機密に包まれており、原子力空母は軍事機密に包まれており、日本側が審査するこ日本側が審査するこ

とはできないからです。とはできないからです。また、また、横須賀基地の周辺は人口密集地であり、横須賀基地の周辺は人口密集地であり、羽田空港を離発着す羽田空港を離発着す

る航空機の航路下にあるために、る航空機の航路下にあるために、通常の原発であれば建設の許可は下りない地域です。通常の原発であれば建設の許可は下りない地域です。

物理学者の梅林宏道さん物理学者の梅林宏道さん（ピースデポ代表）（ピースデポ代表）は、は、地上の原発に比べて米軍艦の原子炉が危地上の原発に比べて米軍艦の原子炉が危

険な理由として、険な理由として、以下の８項目をあげました。以下の８項目をあげました。

①狭い船体内で炉心設計に余裕が少ない。①狭い船体内で炉心設計に余裕が少ない。　　②放射能防護のための格納容器が不十分。　　②放射能防護のための格納容器が不十分。

③船の中で絶えず振動③船の中で絶えず振動・・衝撃にさらされる。衝撃にさらされる。　④海難事故による原子炉破損の可能性。　④海難事故による原子炉破損の可能性。

⑤軍事活動のための無理な出力調整。⑤軍事活動のための無理な出力調整。　　　　⑥原子炉と高性能火薬　　　　⑥原子炉と高性能火薬・・航空燃料の同居。航空燃料の同居。

⑦戦闘による原子炉破壊の可能性。⑦戦闘による原子炉破壊の可能性。　　　　　⑧燃料に核兵器級の高濃縮ウランを使用。　　　　　⑧燃料に核兵器級の高濃縮ウランを使用。

その３．その３．空母だけでは済まなかった空母だけでは済まなかった

　空母ミッドウェーの母港化の後、　空母ミッドウェーの母港化の後、空母と行動を共にする艦船が、空母と行動を共にする艦船が、次々と横須賀基地にやっ次々と横須賀基地にやっ

てきました。てきました。現在では、現在では、空母１隻空母１隻・・揚陸指揮艦１隻揚陸指揮艦１隻・・イージス巡洋艦２隻イージス巡洋艦２隻・・イージス駆逐艦イージス駆逐艦

７隻の合計７隻の合計1111隻が、隻が、横須賀基地に配備されています。横須賀基地に配備されています。

　空母の横須賀基地母港化は、　空母の横須賀基地母港化は、厚木基地の近隣住民にとっては、厚木基地の近隣住民にとっては、爆音との闘いの始まりとな爆音との闘いの始まりとな

りました。りました。空母が横須賀基地に入港している間の艦載機の訓練空母が横須賀基地に入港している間の艦載機の訓練・・駐留基地として、駐留基地として、厚木基地厚木基地

が使用されることになったからです。が使用されることになったからです。絶え間のない爆音、絶え間のない爆音、特に特に19821982年から始まった夜間離年から始まった夜間離

着陸訓練着陸訓練（ＮＬＰ）（ＮＬＰ）は、は、人々の生活を破壊することになりました。人々の生活を破壊することになりました。

　横須賀基地が空母の母港でなくなれば、　横須賀基地が空母の母港でなくなれば、艦船や兵士が削減されます。艦船や兵士が削減されます。また、また、厚木基地周辺厚木基地周辺

の人々も、の人々も、爆音被害から解放されるのです。爆音被害から解放されるのです。

その２．その２．事故が起きれば犠牲者事故が起きれば犠牲者120120 万人万人



　　19931993年から年から9494年にかけて、年にかけて、朝鮮民主主義人民共和国朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）（北朝鮮）の核開発をめぐって米朝の核開発をめぐって米朝

が激しく対立しました。が激しく対立しました。当時の米国当時の米国・・クリントン政権は、クリントン政権は、北朝鮮の核施設を爆撃する計画を北朝鮮の核施設を爆撃する計画を

立てたとされています。立てたとされています。この核危機は、この核危機は、カーター元大統領の訪朝によって回避されました。カーター元大統領の訪朝によって回避されました。

　しかし米国はその後も北朝鮮侵攻を想定し、　しかし米国はその後も北朝鮮侵攻を想定し、その際に日本を後方基地とするために、その際に日本を後方基地とするために、日本日本

政府に様々な要求を出してきました。政府に様々な要求を出してきました。要求は、要求は、日米安保共同宣言日米安保共同宣言（（19961996年）、年）、新ガイドライ新ガイドライ

ンン（（19971997年）、年）、周辺事態法周辺事態法（（19991999年）年）となって現れ、となって現れ、その後の有事３法その後の有事３法（（20032003年）、年）、有事関有事関

連７法連７法（（20042004年）、年）、在日米軍再編合意在日米軍再編合意（（20072007年）年）へと続いていきます。へと続いていきます。

　米国の要求の中に、　米国の要求の中に、米海軍艦船による民間港湾の使用があります。米海軍艦船による民間港湾の使用があります。米海軍は神奈川県の横米海軍は神奈川県の横

須賀基地、須賀基地、長崎県の佐世保基地、長崎県の佐世保基地、沖縄県のホワイトビーチなど、沖縄県のホワイトビーチなど、恒常的に使用できる海軍施恒常的に使用できる海軍施

設を保有しています。設を保有しています。しかし、しかし、戦争となれば、戦争となれば、その基地だけでは米軍の活動を支えることはその基地だけでは米軍の活動を支えることは

できません。できません。そこで、そこで、民間港湾の使用を求めているのです。民間港湾の使用を求めているのです。そのための地ならしとしてそのための地ならしとして9797

年以来、年以来、米海軍は空母やイージス艦の民間港湾への入港を続けています。米海軍は空母やイージス艦の民間港湾への入港を続けています。0606年と年と0707年には年には

2828回、回、0808年も５月までに８回、年も５月までに８回、米軍艦船が民間港湾に入港しました。米軍艦船が民間港湾に入港しました。

　米海軍が、　米海軍が、横須賀基地を空母と艦船の母港として使い続ける限り、横須賀基地を空母と艦船の母港として使い続ける限り、全国の民間港湾施設全国の民間港湾施設

も、も、準軍港として米海軍に利用されてしまうのです。準軍港として米海軍に利用されてしまうのです。

　米国政府はいま、　米国政府はいま、世界規模での米軍再編を進めています。世界規模での米軍再編を進めています。米軍はこれまで、米軍はこれまで、海外に海外に2020万万

人の兵士を駐留させていましたが、人の兵士を駐留させていましたが、その多くを本国に戻すことが目的です。その多くを本国に戻すことが目的です。ドイツドイツ・・イタリイタリ

アア・・韓国など、韓国など、米軍が駐留する主要な国では基地の縮小と兵力の削減が行われています。米軍が駐留する主要な国では基地の縮小と兵力の削減が行われています。

　ところが日本では、　ところが日本では、在日米軍再編という名目で、在日米軍再編という名目で、米軍基地の強化と兵力の増強が進んでい米軍基地の強化と兵力の増強が進んでい

るのです。るのです。米国はアフリカ大陸東岸から朝鮮半島までの地域を米国はアフリカ大陸東岸から朝鮮半島までの地域を「不安定の弧」「不安定の弧」と呼び、と呼び、このこの

地域で反米的な動きが勃発した場合は、地域で反米的な動きが勃発した場合は、即座に軍事介入するとしています。即座に軍事介入するとしています。日本を日本を「不安定「不安定

の弧」の弧」への出撃拠点とすることが、への出撃拠点とすることが、在日米軍再編の狙いです。在日米軍再編の狙いです。

米国が米国が「不安定の弧」「不安定の弧」に軍事介入する際に中心となるのは、に軍事介入する際に中心となるのは、横須賀基地の海軍部隊や、横須賀基地の海軍部隊や、沖沖

その５．その５．横須賀が戦争拠点に横須賀が戦争拠点に

その４．その４．全国の港に米軍艦が入港全国の港に米軍艦が入港

イラク攻撃に参加したジョージイラク攻撃に参加したジョージ・・ワシントンワシントン（（00４年）４年）

縄県の海兵隊です。縄県の海兵隊です。20032003年のイラク戦争年のイラク戦争

には、には、５隻の空母が参戦しましたが、５隻の空母が参戦しましたが、横横

須賀を母港としていたキティーホークの須賀を母港としていたキティーホークの

艦載機が最も多くの攻撃を行いました。艦載機が最も多くの攻撃を行いました。

またイラクに向けて最初にトマホークミまたイラクに向けて最初にトマホークミ

サイルを発射したのも、サイルを発射したのも、横須賀を母港と横須賀を母港と

する巡洋艦でした。する巡洋艦でした。

　横須賀基地への原子力空母の配備は、　横須賀基地への原子力空母の配備は、

米国のアジア米国のアジア・・太平洋地域への軍事的支太平洋地域への軍事的支

配を高めるものです。配を高めるものです。配備が実現すれば、配備が実現すれば、

アジア太平洋地域の軍事的な緊張が高まアジア太平洋地域の軍事的な緊張が高ま

るでしょう。るでしょう。



取扱い団体取扱い団体フォーラム平和フォーラム平和・・人権人権・・環境環境
〒〒101-0062101-0062

千代田区神田駿河台千代田区神田駿河台3-2-113-2-11総評会館総評会館11階階

電話電話 03-5289-8222 03-5289-8222　　　　FAX 03-5289-8223FAX 03-5289-8223　　

★平和フォーラムのＨＰ　★平和フォーラムのＨＰ　www.peace-forum.comwww.peace-forum.com

★★ STOP!!STOP!!米軍米軍・・安保安保・・自衛隊のＨＰ自衛隊のＨＰ

　　www.peace-forum.com/mnforce/mnforce.htmlwww.peace-forum.com/mnforce/mnforce.html

汐入ダイエー横汐入ダイエー横

ＪＲ横須賀線ＪＲ横須賀線「横須賀駅」「横須賀駅」下車２分下車２分・・京浜急行京浜急行「汐入駅」「汐入駅」下車２分下車２分

原子力空母の原子力空母の
横須賀母港化を許さない横須賀母港化を許さない
全国集会全国集会

７７月月 1919日日（土）（土）1414時から時から

横須賀市ヴェルニー公園横須賀市ヴェルニー公園

集まれ集まれ!!１万人１万人

●原子力空母横須賀母港化の是非を問う住民投票条例を求める集会●原子力空母横須賀母港化の是非を問う住民投票条例を求める集会

52,43852,438人が、人が、住民投票条例を求める署名にサインした。住民投票条例を求める署名にサインした。（５月（５月1111日）日）


